
食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

環境省 「令和７年度 食品の消費行動に伴う食品ロス削減対策導入モデル事業」最終事業報告

事業名：【mottECOを通じた「食べ残し持ち帰り促進ガイドライン」の普及実践事業】

2026年02月27日（金）



食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

１．事業の目的

２．事業の内容

３．事業の実施体制

４．事業の成果

５．今後の検討課題

６．事業終了後の展開（今年度成果を踏まえて）

７．横展開へのポイント

※複数の団体による取り組みのため、報告中の敬称は略させていただきます

本日のアジェンダ（事業規程による）



国から発信された「食べ残し持ち帰り促進ガイドライン～SDGs目標達成に向けて
～(以下、ガイドライン)」について、先行実践団体である「mottECO普及コンソーシ
アム(以下、コンソーシアム) 」においてこれを遵守しつつ、活動を拡大することで、
安全で適正な食べ残し持ち帰りが実現することを証明していく。

また当該ガイドラインの背景・目的及び留意事項について、コンソーシアムのネッ
トワーク及び株式会社クラダシ(以下クラダシ)の強い発信力を活用することで広く
周知し、社会課題である食品廃棄物削減、ひいてはその焼却による温室効果ガス
排出削減に貢献する。
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１．事業の目的 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

「消費行動の変容」と
「食べものを捨てない社会」への潮流づくり
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令和６年１２月２５日、消費者庁・厚生労働省連名で発信されたガイドラインを、実施初年度
である令和7年度中に、消費者・事業者双方に広く周知、普及させていくことで、食べ残し持
ち帰りにかかわる消費者の安全と、実践事業者のリスク低減を両立させる。

具体的な事業は以下の４点となる

１．ガイドライン普及とmottECOをテーマとしたリアルイベントの自主開催。

２．自治体を通じ、地域の個人飲食店、ホテル等へのガイドライン普及を図る。

３．プラットフォーマーとしてのクラダシの知見と仕組みを活かし、ガイドラインとmottECO
事業について発信、またコンソーシアム独自の情報媒体を制作、稼働させる。

４．コンソーシアム内外の教育機関や自治体、その他の組織、イベント等へ出向き、また
多様なメディアを活用して、積極的に発信、普及活動を行う。

２．事業の内容 -1 ： 概要 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会
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３．事業の実施体制 -1 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

環境省

・自治体マッチング、周知広報
・オンライン(LP、SNSなど)での
ガイドラインとmottECO発信

・実店舗による実践
・実績に基づいた啓発発信
・事務局/取りまとめ、報告書

モデル事業支援 報告

連携 消費者

自治体 普及
周知広報

イベント案内
マッチング
持ち帰り促進

飲食
事業者

取り組みへの共感・来訪

mottECO
普及コンソーシアム飲食

事業者
自治体

持ち帰り普及サポート
イベント参加

ツール・ボックス共同購入支援
ノウハウ共有

啓発発信啓発発信 啓発発信

食べ残し持ち帰り
ガイドライン
普及委員会

実践
啓発発信

利用
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会３．事業の実施体制 -2 ：mottECO普及コンソーシアム

01.株式会社デニーズジャパン
02.ロイヤルホールディングス株式会社
03.SRSホールディングス株式会社
04.日本ホテル株式会社
05.株式会社京王プラザホテル
06.東京都杉並区
07.株式会社アレフ
08.株式会社筑波学園ホテル
09.東京農業大学
10.ニッコースタイル名古屋
11.株式会社いっちょう
12.立命館大学食マネジメント学部
13.株式会社名鉄ホテルホールディングス
14.東京都多摩市
15.株式会社ダイナック
16.城山観光株式会社
17.康正産業株式会社
18.株式会社芝パークホテル
19.blancjapan株式会社
20.株式会社トリドールホールディングス

21.株式会社レンブラントホテルマネジメント
22.株式会社大戸屋ホールディングス
23.穴吹エンタープライズ株式会社
24.一般社団法人食品ロス・リボーンセンター
25.マイボックス普及企業組合
26.公益財団法人かごしま環境未来財団
27.外食懇話会
28.株式会社キリンシティ
29.株式会社グルメ杵屋
30.東京都千代田区
31.合同会社ShokumS
32.石坂産業株式会社
33.株式会社ロイヤルホテル
34.株式会社帝国ホテル
※群馬県上野村ともmottECO容器、ノウハウ提供等

 で連携

モデル事業申請時団体

今年度事業開始後参加団体

参加順 ： ボールドアンダーライン：幹事会員



事務局
株式会社これやこの

外食事業
株式会社デニーズジャパン
ロイヤルホールディングス株式会社
SRSホールディングス株式会社
株式会社アレフ
株式会社いっちょう
株式会社ダイナック
康正産業株式会社
株式会社トリドールホールディングス
株式会社大戸屋ホールディングス
外食懇話会
株式会社キリンシティ
株式会社グルメ杵屋 その他団体

一般社団法人食品ロス・リボーンセンター
マイボックス普及企業組合
公益財団法人かごしま環境未来財団
合同会社ShokumS
石坂産業株式会社

ホテル事業
日本ホテル株式会社
株式会社京王プラザホテル
株式会社筑波学園ホテル
ニッコースタイル名古屋
株式会社名鉄ホテルホールディングス
城山観光株式会社
株式会社芝パークホテル
株式会社レンブラントホテルマネジメント
穴吹エンタープライズ株式会社
株式会社ロイヤルホテル
株式会社帝国ホテル

中食事業
blancjapan株式会社

自治体
東京都杉並区
東京都多摩市
東京都千代田区
大学等
東京農業大学
立命館大学食マネジメント学部

※2026年2月1日現在
※区分ごとの参加順

食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会３．事業の実施体制 -2 ：mottECO普及コンソーシアム

区分別 ： ボールドアンダーライン：幹事会員
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1. コンソーシアム主催のガイドライン普及、mottECO導入等の発信イベントの数
（目標：期間中１回以上）     指数：「実施回数」単位：回

2. クラダシ主催のガイドライン普及、mottECO導入等の発信イベントの数 ＋LP作成
    （目標：期間中１回以上）     指数：「実施回数」単位：回

3. 参加事業者の実施店拡大状況
（目標：１,５００店舗・施設）     指数：「実施店舗、施設数」単位：店または箇所

4. コンソーシアムへの新規自治体参加
（目標：期間中３自治体以上） 指数：「自治体数」単位：自治体

5. mottECO利用による食品ロス（廃棄物）の削減量
（目標：年換算１００㌧）      指数：「年換算の廃棄物削減量」単位：㌧

6. クラダシ オンライン発信へのリーチ数
（目標：１００,０００件）        指数：「リーチ数」単位：件

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

４．事業の成果 (目標：インデックス) 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会
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４．事業の成果 -1 (コンソーシアムイベント)_1 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

1. コンソーシアム主催のガイドライン普及、mottECO導入等の発信イベントの数
（目標：期間中１回以上） ⇒ 実績：期中に3回開催

mottECO FESTA2025 開催：2025.07.01(火)

芝パークホテルのブースで回収した本は
後にブックツリーとして同ホテルに展示
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会４．事業の成果 -1 (コンソーシアムイベント)_1
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

イベント来場者参加による
フードドライブ実施

４．事業の成果 -1 (コンソーシアムイベント)_1

毎日新聞、東京新聞等の取材
WEB媒体での動画記事公開等の露出
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

ガイドライン勉強会in日航つくば：2025.09.16(火)

４．事業の成果 -1 (コンソーシアムイベント)_2

ホテル日航つくばは
・03/22 EARTH HOUR2025イベント
・06/08 サステナブルフェス(写真)
も主催
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

11/20(木) かごしま環境未来財団・SHIROYAMA HOTEL kagoshima主催
「食ロス削減研修会」開催

４．事業の成果 -1 (コンソーシアムイベント)_3

まさに産官民連携により実現したイベントで
コンソーシアムの意義を感じた

主催のかごしま環境未来財団・SHIROYAMA 
HOTEL kagoshimaの準備・尽力によるところが
大きいが、コンソーシアムメンバーである
康正産業の地域に根差した取り組み報告もあ
り、今後のmottECO普及コンソーシアムの活動
の在り方を示すイベントとなった
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４．事業の成果 -2.1(クラダシ主催イベント) 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

2. クラダシ主催のガイドライン普及、mottECO導入等の発信イベントの数 ＋LP作成
    （目標：期間中１回以上）     指数：「実施回数」単位：回

クラダシ主催イベントを 11月28日(金)ビジョンセンター東京駅前にて開催

クラダシが提供する社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」の集大成として、クラチャレピッチアワー
ド2025を開催 mottECO普及コンソーシアムとしてブース出展、プレゼン登壇
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

mottECOの意味・意義の説明、ガイドラインの概要と詳細確認への誘導、普及委員会としての
連携事業の紹介、取り組み参加のメリットや案内等々、わかりやすく発信

４．事業の成果 -2.2(mottECO LP作成)

クラダシLP抜粋
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４．事業の成果 -3、4 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

3. 参加事業者の実施店拡大状況
（目標：１,５００店舗・施設）     指数：「実施店舗、施設数」単位：店または箇所

4. コンソーシアムへの新規自治体参加
（目標：期間中３自治体以上） 指数：「自治体数」単位：自治体

2024年度末実績
26団体 1,233店舗・施設

2025年度末計画
33団体 1,500店舗・施設以上

2026年2月1日現在
34団体 1,589店舗・施設

2026年2月1日現在 mottECO事業紹介の機会を得た自治体
東京都新宿区、東京都北区、広島県及び同県広島市、呉市、熊本県熊本市、茨城県つくば市、
京都府京都市、香川県高松市、愛知県小牧市、群馬県みどり市、埼玉県及び同県さいたま市 他

※情報共有までから参加ご検討まで各自治体事情により様々
※自治体の特性から施策化が期中には難しい事例が多い
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４．事業の成果 -5、6 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

5. mottECO利用による食品ロス（廃棄物）の削減量
（目標：年換算１００㌧）      指数：「年換算の廃棄物削減量」単位：㌧

6. クラダシ オンライン発信へのリーチ数
（目標：１００,０００件）        指数：「リーチ数」単位：件

10/09(木)公開

リーチ数実績： 279,146件（2026年2月23日時点）
現在も1日数十件、月1,000件ペースのリーチ有り

2024年度末実績
82.0㌧

2025年度末計画
100㌧以上

2026年2月現在

107.6㌧
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件 ⇒ 事業期間内で、合計90件実施 

【07月】15件
01.07/01 mottECO FESTA 2025 として、主催イベントを開催
02.07/02 日本農業新聞リリース
03.07/03 JTB他プレゼン（京王プラザホテル仲介）
04.07/09 お茶の水大学 mottECO調査協力(デニーズ高井戸店取材）
05.07/10 観光経済新聞リリース（日本ホテル対応）
06.07/16 サーキュラーエコノミードット東京セミナー登壇(mottECO事業紹介)
07.07/19 農大エコゼミin世田谷に参加 mottECO事業紹介
08.07/22 広島県循環型社会課 リモートプレゼン（環境省仲介）
09.07/22 東京新聞リリース（日本ホテル対応）
10.07/24 毎日新聞 mottECO取材（デニーズ対応）
11.07/24 サーキュラーエコノミードット東京 イベント取材記事リリース
12.07/25 (株)BUB mottECOプレゼン(リゾート連携模索)
13.07/28 環境省村井補佐インタビュー動画、農水省鈴木室長＋中上対談動画公開
14.07/30 家庭画報リリース（日本ホテル対応）
15.07/30 環境省食堂「龍幸」mottECO導入 店長ヒアリング(環境省、厚労省同行)
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【08月】14件
16.08/03 園田学園大学サマーセミナー登壇 mottECO事業紹介
17.08/04 京都市mottECOプレゼン
18.08/05 食べきり塾登壇(全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会主催)
19.08/05 東京都秋季食べきりキャンペーン連携打ち合わせ(都庁)
20.08/06 クラダシマッチング事業：香川県プレゼン
21.08/08 新宿区プレゼン(デニーズ＋京王プラザで区役所訪問)
22.08/08 日経ビジネス取材記事公開（芝パークホテル）
23.08/12 (合)ショクムス mottECOプレゼン ⇒ 団体会員として参加決定
24.08/12 Rainy.'Room 取材対応
25.08/21 株式会社ロイヤルホテル コンソーシアム参加プレゼン(日本ホテル)
26.08/22 帝国ホテル コンソーシアム参加プレゼン(日本ホテル)
27.08/27 平井料理システム：香川県連携と高松市内でもmottECOテスト運用プレゼン
28.08/28 Rainy.'Room 取材動画公開
29.08/31 北大吉野氏 mottECOプレゼン⇒学生団体としての参加検討
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【09月】13件
30.09/01 石坂産業株式会社プレゼン ⇒ コンソーシアム参加
31.09/02 ホテルメトロポリタン秋田 ガイドライン・mottECO勉強会
32.09/05 横浜市ゼロエミッション分科会(みなとみらい)登壇 mottECO事業紹介
33.09/08 ホテルメトロポリタン高崎 ガイドライン・mottECO勉強会
34.09/09 消費者庁ガイドライン研修会登壇(レンブラント・デニーズ事例紹介とmottECO事業プレゼン)
35.09/10 日本経済新聞取材記事公開(芝パークホテル)
36.09/16 ホテル日航つくばガイドライン勉強会(消費者庁連携)
37.09/17 北大学生連盟食品ロス削減情報交換
38.09/22 株式会社Mepochにガイドライン他情報提供：次年度以降連携を検討(マイボックス普及企業組合紹介)
39.09/22 杉並区域内mottECO協力店巡回
40.09/26-28 グッドライフフェア出展(アレフ)
41.09/27 HAPPY EARTH2025(キラナガーデン豊洲)mottECOプレゼン
42.09/30 熊本市mottECO事業プレゼン
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【10月】13件
43.10/02 東京都消費者月間記念JACARIN 事例発表(びっくりドンキー)
44.10/05 さいたま市親子環境講座登壇(食ロス削減mottECOプレゼン)
45.10/05 MOTTAINAIを始めようFES登壇 mottECOプレゼン
46.10/07 ホテルグランヴィア広島 食ロス削減講演会(日本ホテル)
47.10/09 クラダシ mottECO LP公開
48.10/11 毎日新聞デジタル版 mottECO取材記事公開(多摩市、デニーズ対応)
49.10/13 毎日新聞朝刊紙面版同上
50.10/21 銀座キャピタルホテル mottECOプレゼン
51.10/21 FMヨコハマ「Tresen(とれせん)」レンブラントホテル海老名小幡さん出演(mottECO紹介)
52.10/22 群馬県みどり市 mottECOプレゼン
53.10/28 新宿3R協議会 mottECOプレゼン(京王プラザホテル)
54.10/30 食ロス削減全国大会in千代田 登壇＋出展
55.10/30 Sutain Together mottECOコンソーシアム紹介資料共有
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【11月】10件
56.11/11Re-Foods Hibiya (日比谷高校)mottECOプレゼン
57.11/12 京王プラザホテルエコマークアワード2025最優秀賞受賞
58.11/15 さいたまこどもまちづくり大学登壇 mottECOプレゼン
59.11/16慶応大学mottECOプレゼン
60.11/18広島修道大mottECOプレゼン
61.11/20 かごしま環境未来財団+SHIROYAMA HOTEL kagoshima mottECO・ガイドライン研修会
62.11/27 埼玉県商工会連合会サーキュラーエコノミー研修会登壇
63.11/28 クラダシイベント「クラチャレ」開催（mottECOブース＋ピッチコンテスト審査員参加)
64.11/29 新宿3Rフェスタ 登壇＋出展
65.11/29 日本フードシステム学会登壇
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【12月】13件
66.12/01 港区保健所主催 食べ残し持ち帰りガイドライン研修会登壇(mottECO実践事例紹介）
67.12/05 東農大UPM来日臨時mottECOプレゼン
68.12/10 mottECO・ガイドライン推三省庁合同ミーティング
69.12/10-12 エコプロ2025 ブース出展(びっくりドンキー)
70.12/11 食品ロス見える化施策協議
71.12/12 セブン&アイグループ mottECO官民連携進捗プレゼン
72.12/15 もったいない食堂mottECOプレゼン
73.12/17 亜細亜大学SDGs講義(京王プラザホテル)
74.12/17 Food＆AgriTechフォーラム・マッチング事例発表(びっくりドンキー)
75.12/18 コンソーシアム幹事会開催(埼玉県ご担当者紹介、法人名決定)
76.12/18 札幌大学地域共創学SDGs・GX 入門 事例発表(びっくりドンキー)
77.12/26 愛知県小牧市mottECOプレゼン
78.12/29 RE:FOODジャパン(日比谷高校)mottECOプレゼン
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４．事業の成果 -7 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

7, 実態のある啓発、発信事業状況
（目標：期間中 １０件以上） 指数：「実施回数」単位：件

【01月】7件
79.01/10 昭和女子大学大学院オープン講座登壇
80.01/14 (株)ダイナックmottECO導入店拡大プレゼン(グッドスプーン)
81.01/16 もったいない食堂mottECOプレゼン(亜細亜大学仲介)
82.01/02 北海道大学公共政策大学院授業事例発表(びっくりドンキー)
83.01/22 埼玉県庁食ロス削減施策協議
84.01/27 広島県・広島市mottECOプレゼン(リーガロイヤルホテルお繋ぎ）
85.01/29 コンソーシアム情報交換会開催

【02月】5件
86.02/06 京都市「ごみ減量＆資源循環のための指針・事例集」 掲載(和食さと)
87.02/16 農水省食品ロス削減見える化施策検討会参加
88.02/19 宇都宮市食品安全食ロス削減講演会登壇
89.02/25 観光経済新聞「食品ロス削減に向けた意識変革を」寄稿掲載(日本ホテル松田さん）
90.02/27 環境省モデル事業最終報告会

予定：消費者庁「みんなの未来にエシカル消費 パンフレット」mottECO普及コンソーシアムの取り組み事例掲載
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４．事業の成果 -7(事例報告)_1 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

40.09/26-28 グッドライフフェア出展(びっくりドンキー)

34.09/09 消費者庁ガイドライン研修会登壇(レンブラント・デニーズ) 28.08/28 Rainy.‘Room 取材動画公開 (YouTube、Tik Tok他)
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

41.09/27 HAPPY EARTH2025(キラナG豊洲) 45.10/05 MOTTAINAIを始めよう登壇 mottECOプレゼン(レイクタウン越谷）

46.10/07グランヴィア広島 食ロス削減講演会

４．事業の成果 -7(事例報告)_2

多摩市作成の自治体向け
mottECO紹介冊子は
様々なイベントの配布物
として活用
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

51.10/21 FMヨコハマ「Tresen(とれせん)」
レンブラントホテル海老名小幡さん出演

４．事業の成果 -7(事例報告)_3

54.10/30 食ロス削減全国大会

64.11/29 新宿3Rフェスタ 登壇＋出展

10/30 食ロス削減全国大会は、
コンソーシアム会員の千代田区主催

コンソーシアム幹事の日本ホテル松田
さん、アレフ高田さん登壇、同幹事のロ
イヤルHD藤田さん、SRS HD岩見さん
中心に自治体他の会員、事務局による
ブース運営と、mottECO普及コンソーシ
アムの連携あっての参加となった
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

57.11/12 京王プラザホテルエコマークアワード2025最優秀賞受賞

４．事業の成果 -7(事例報告)_4

食べきれなかった料理を持ち帰る「mottECO」の推進をはじめ、規格外バナナの活用や製造過程で生じる焼き菓子の「は
じっこ」の商品化など、「もったいない」を「おいしい」に変える挑戦を続けています
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

86.02/06 京都市「ごみ減量＆資源循環のための指針・事例集」 掲載(和食さと)

４．事業の成果 -7(事例報告)_5
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

食べ残し持ち帰り促進ガイドライン周知・実践の具体的方策として、注意喚起チラシの改善
⇒ mottECO利用者からガイドライン詳細にアクセスできるようQRコードを表記

こちらのQRコードで
「食べ残し持ち帰り促進ガイドライン」にアクセス
できるようにし「必ずご確認ください」と明記

４．事業の成果 -7（その他実施した効果的な発信事業）_1
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食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

「mottECO」と「ガイドライン」のさらなる認知度向上に向け、コンソーシアムの
HPを作成

https://www.motteco-consortium.jp/ 2026年2月24日立ち上げ
mottECO事業の発信、新規参加者の入口として稼働

４．事業の成果 -7（その他実施した効果的な発信事業）_2

https://www.motteco-consortium.jp/
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５．今後の検討課題 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

１．個人店への拡大を目的とした自治体連携のさらなる強化とクラダシ連携継続

・既存コンソーシアムメンバー（特に自治体会員)からの働きかけ強化

 今年度事例 Ex.多摩市 ⇒ 群馬県みどり市(交渉中)、SRS HD ⇒ 京都府京都市（交渉中)
東農大 ⇒ 東京都世田谷区（交渉中)、日航つくば ⇒ つくば市(交渉中)

・イベント、研修等登壇時のコンソーシアムアクセス先(info_motteco)発信をHPでさらに強化
 今年度事例  消費者庁：ガイドライン研修会登壇 ⇒ 熊本県熊本市（交渉中)

             全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会：食べきり塾登壇 ⇒ 広島県呉市（交渉中)
             サーキュラーエコノミー東京：環境講座登壇 ⇒ 石坂産業(コンソーシアム参加)

２．拡大するコンソーシアムの持続性担保
一般社団法人化を年度内に準備



33

６．事業終了後の展開（今年度成果を踏まえて） 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

１．「家庭系食品ロス削減」への貢献に挑戦
今年度実施したイベント、研修、説明会等での反響から
「外食時のmottECO体験は必ず家庭系の食品ロス削減につながる」
との発想・仮説を得た
店舗でのmottECO実践による事業系食品ロス削減を前提として、継続的な啓発
発信により家庭系食品ロス削減への貢献に挑戦する

２．省庁連携の強化
正式な連携として認知してもらうために法人格の取得

⇒コンソーシアム設立当初から最も重要としてきた官民連携を一層強化
⇒国が掲げる方針を、コンソーシアムが実践者として普及推進、その成果をフィーバック
⇒それを関係省庁が評価、発信することで信用を得る
という循環を生むことで、事業の継続性を担保

「食べ残さない」「残したらmottECO」が当たり前の社会になるまで、拡大推進に努める

mottECOの認知向上⇒実践事象者の拡大⇒利用拡大⇒
 食品ロス削減アクションの体験⇒家庭での行動変化
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７．横展開へのポイント 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

１．自治体参加促進による面的な拡大と個人店での実践拡大

１）参加団体の地理的な展開を最大限活用
・各本社所在地または出店地域の自治体との既存の関係性を活かす

２）先行自治体の事例を活かす
・杉並区は、最も早く自治体として参加し、直近2年間は100店舗以上の
域内事業者のmottECOトライアルを実施しており、現在も三重県や

  広島県等、県単位での問い合わせがある
・多摩市が作成した、自治体向け導入手引きの有効活用
・千代田区は食ロス削減全国大会を主催したノウハウを保有
コンソーシアム内の自治体分会のパイプを活かし、自治体が自治体を呼ぶ
流れを作る ⇒ クラダシとの連携も継続

２．同様にコンソーシアム会員の多様性を最大限活用
・ホテルはホテル、外食は外食、大学は大学といったそれぞれのパイプを
活かし、積極的に協力者の拡大を図る
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今後もパートナーシップの持続的強化を柱に推進 食べ残し持ち帰りガイドライン普及委員会

目標は「消費行動の変容」による食べ物を捨てない社会の実現

info_motteco@koreyakono.jp
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